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■ 竜巻発生時の対応
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竜 巻 注 意 情 報 の 発 表

最新気象情報と定期的な周囲の空の状況を確認

（下関地方気象台ＨＰ｢竜巻発生確度ナウキャスト｣等を活用）

〔放送で気象情報を連絡〕

「先ほど、山口県に竜巻注意情報が発表されました。屋外にいる人は、空の状況に注

意しながら活動してください。なお、今後の放送に十分注意してください。」

発達した積乱雲の近づく兆しを察知

〔放送で避難を指示〕

「屋外で活動している児童（生徒）・教職員に連絡します。落雷や竜巻等突風の危険

性が高まっています。直ちに教室に避難してください。｣

竜 巻 発 生

授業担当者 授業担当者以外

（大声で以下を指示） （放送で安全確保行動を指示・安全確保）

・机を壁側に移動し、シェルターを設営

・机の下に潜り頭部を保護

・竜巻が過ぎ去るまで待機

・声かけにより不安を軽減

「緊急連絡。学校周辺で竜巻が発生しま

した。窓に鍵をかけカーテンを閉め、

窓から離れてください。」

・机の下に潜り頭部を保護

・竜巻が過ぎ去るまで待機

竜 巻 通 過
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・人員点呼

・安全確認

・応急手当

・報告

【本部設置】

・児童生徒及び教職員の状況確認

・負傷者がいれば救急車要請

・現状把握（各係に指示）

教室内が危険な場合、

運動場等へ避難

係 別 行 動

不明者等救出・救護

（本部に連絡）

施設設備の確認

（本部に連絡）

児童生徒の下校対応

（保護者への引き渡し）

・事後対応（保護者対応、教育委員会報告、再開準備等）


